
 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ＊ ＊ こ ん に ち は 江 南 保 健 所 で す ＊ ＊ ＊ 

 保健所は「小児慢性特定疾病医療費助成制度」の申請窓口となっていますが、申請の場としてだけでなく 

保健師による相談、支援をしています。もともと難病の大人の方に向けて「びほくの輪」という情報誌を 

作成していましたが、小児慢性疾患のある方にも、保健所を身近に感じてもらえたら…という思いから、発行 

しています。“びほくの輪”というのは尾北地区の人たちがつながりをもち、支え合う地域になってほしいと 

いう願いを込めてつけた名前です★ 

 

 

 

江南保健所では地域の関係者の方々にご協力いただき、令和２年３月に「慢性疾患

のあるお子さんとご家族のためのお役立ちガイドブック」を作成しました。江南保健

所で配付しております。また、江南保健所のホームページにも掲載しています。 

内容は、相談窓口、医療費の助成、各種手当・年金、入園・入学、医療や福祉のサー

ビス、就労の相談などです。知りたいことなどがありましたら、ご利用ください。 

 

 

 

 

    

 

 

住んでいる地域の「ハザードマップ」でどんな災害が起きる可能性があるか知ることができます。 
 

 
避難方法（避難所へ避難するか、自宅で過ごすか）ということに加え、避難所と避難経路の確認も大切です。 

 
乳幼児や食物アレルギーのある方、流動食や経管栄養など、食事に配慮が必要な方は平時から２週間分の準
備がすすめられています。（農林水産省『要配慮者のための災害時に備えた食品ストックガイドより』） 
 

 
いつも飲んでいる薬の確認ができれば、スムーズに処方してもらいやすいです。 

 

※詳しくは慢性疾患のあるお子さんとご家族のためのガイドブックにも掲載しています。 
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いざというときのために、日頃からの備えが大切です！  

慢性疾患のあるお子さんとご家族のためのお役立ちガイドブック 



江南保健所こどもだより びほくの輪～petit～ 

 
 

 

 

                             

  

 

                           

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

誤嚥性肺炎のリスクを減らすためには、お口の中を清潔に保つことが重要です。 

子ども本人だけの歯みがきや保護者のみがお子さんの歯みがきをするのでなく、子どもの発育発達に

あわせて保護者が仕上げみがきをすることが望ましいと言われています。 

 

♡「舌」「歯肉」「頬」も意識して、きれいにケアをし、乾燥を防ぎましょう。 

♡嫌がるお子さんは、お口を触られる過敏反応があるのかもしれません。 

♡お口の緊張を取り除くための脱感作から楽しくチャレンジしましょう。 

♡保護者が仕上げみがきをする目的は大きく次の２つです。 

☆口の中への関心を高める。 

☆子どもとのスキンシップの時間を確保する。 

災害時に、避難所に行くことになったら?! 

「いざ！」というときに、助かった命を守る場所が避難所 です。 

避難所では、清潔に心がけることが大切です。避難所に行かない・行けない場合は自宅となります。 

災害時には、水不足などで不自由な状況に陥ることがあります。 

飲み水＋手洗い＋歯みがきをする水 が 必要 です。 

たとえば、食事の前とトイレの後には手洗い、食事の後と寝る前には歯みがき。 

手を洗う習慣と歯みがきをする習慣は、日常生活の中で習慣化しておくことをお勧めします。 

※歯みがき時には、フッ化物配合歯磨剤を使用します。 

※すすぎは、少量の水を口に含み１～２回のぶくぶくうがいに

とどめましょう。 

※日常的な 洗口液 や 液体歯みがき の使用もお勧めです。 


